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The Relation between the Theory of Mind Development and Pretend 
Play in Early Childhood
高　井　直　美
TAKAI Naomi
The Relation between the theory of mind development and pretense was examined in a 
study of forty six 3-, 4-, and 5-year-old children. Children were given tasks assessing their 
level of verbal intelligence, pretend action tasks and theory of mind tasks and they were ob-
served during playing with blocks. In results, performance of the task about childrenʼs past 
false belief was significantly correlated with the tendency to create imaginary characters in 
pretend play although the effect of verbal intelligence on their past false belief wasnʼt found. 
It was suggested that role play improved childrenʼs simulation skill.
１．問　　題






































































































































女の子人形（「さっちゃん」以下 S とする）と男の子人形（「あっくん」以下 A とする）を示し、
「S は、ボールをこの四角の籠に入れました。そしてお出かけしました。S がお出かけをして































































３歳11ヶ月 男 ( 人形を動かし）人を乗らせる。アイスクリーム屋さん。どれがいいですか。バナナですか。
４歳４ヶ月 男 （人形をブロックの上に立てて）電車来るかなって思ってはんねん。電車、今来た。
５歳０ヶ月 女 ( 長くブロックをつなげ）キリン。キリンがいはった。海の底で寝ている。
５歳１ヶ月 女 ( 人形を立てて）お花を見ているの。





に比べて、了解問題の正答数が多いことがわかった（t ＝2.12, df ＝41. p ＜ .05）。しかし、不
意移動課題と語彙得点および２つのだまし箱課題と２つの言語課題との間には、それぞれ有意
な差は見られなかった（不意移動課題と語彙得点；t ＝1.07, df ＝44, n.s., 過去の自分誤信念と
語彙得点；t ＝0.70, df ＝44, n.s., 他者の誤信念と語彙得点；t ＝1.24, df ＝43, n.s., 過去の自分誤








あった（t ＝2.31, df ＝44, p ＜ .05）。しかし , 了解問題正答数については、上位群の平均値が2.5
（標準偏差1.0）、下位群の平均値が2.0（標準偏差1.1）であり、年齢群の差は有意でなかった（t
＝1.42, df ＝44, n.s.）。
　ふりの動作主体の有無で、語彙得点および了解問題正答数との間に差がみられるか、t 検定









た（不意移動課題正誤；t ＝1.01, df ＝44, n.s., 自分の過去の誤信念正誤；t ＝1.45, df ＝44, n.s.,






















帰式にも有意差が見出されたことから（オムニバス検定：χ2＝5.34, df ＝1, p ＜ .05）、この回
帰式は予測に役立つとみなした。また Hosmer-Lemeshow の適合性検定から、有意水準は５
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